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南ア･ランドは景気に関係なく強含むも､政局混乱の兆しに要注意 

 ～教育関連法を巡って ANC と DAが対立､政局の行方は政権･ランド相場に影響を与える可能性も～ 

第一生命経済研究所 経済調査部 

主席エコノミスト 西濵 徹（℡：050-5474-7495） 

（要旨） 

• 南アフリカでは 5 月の総選挙で与党 ANC が民主化以降初めて半数を下回る議席に留まる惨敗を喫した｡

しかし､その後の政党協議で白人政党の DAなどが加わる大連立が構築され､ラマポーザ政権は 3期目入

りを果たした｡ANC と DA の間には様々な政策運営で隔たりがあり､政権の行方が懸念される展開が続く｡

他方､南アでは慢性的な電力不足が続くが､3 月下旬以降は計画停電が回避されており､4-6 月の実質

GDP 成長率は前期比年率＋1.78％と緩やかに底入れしている｡足下のインフレは鈍化し､ランド相場は米

ドル安や金価格の堅調さも追い風に底入れするなか､中銀は早晩利下げに動くとの観測が出ている｡他

方､足下では教育関連法案を理由に ANC と DA の対立が先鋭化するなど政局混乱に繋がる懸念が高ま

っている｡ランド相場は実体経済の動向に関係なく外部環境の改善を追い風に底入れするが､政局の行方

はラマポーザ政権に加え､ランド相場にも影響を与えるため､その動向を注視する必要性は高まっている｡ 

 

南アフリカでは、今年５月に実施された議会下院（国民議会）総選挙において、1994年の民主化から

一貫して単独で政権与党の座を維持してきたＡＮＣ（アフリカ民族会議）が初めて半数を下回る議席に

留まるなど惨敗を喫した（注１）。ＡＮＣは第１党の座を守ったものの、ラマポーザ政権の維持には他党

との連立が必要となるなか、如何なる政党と連立を組むのか注目が集まるとともに、その思惑を巡って

国際金融市場では通貨ランド相場が混乱する動きもみられた。しかし、最終的には国際金融市場が期待

していた親欧米色の強い最大野党ＤＡ（民主同盟）のほか、黒人のズールー族からの支持を集める保守

系民族政党ＩＦＰ（インカタ自由党）、カラード（混血）系の国民からの支持を集める保守政党ＰＡ（愛

国同盟）が加わる大連立を形成し、ラマポーザ大統領は３期目入りを果たすことに成功した（注２）。そ

の後に発足したラマポーザ政権においては、連立与党に加わった政党に閣僚ポストを配分する必要に迫

られたことで閣僚数が増加したほか、政党間でポストを巡る協議が長引くなど紆余曲折が懸念される動

きがみられたものの、最終的に財務相や国際関係・協力相（いわゆる外相）といった重要ポストはＡＮ

Ｃが維持することで決着が図られた。ただし、大連立を構成するＡＮＣとＤＡの間には経済政策や外交

政策などで隔たりがあるなど、同床異夢感が極めて強いなかでどのような政策運営がなされるかが注目

される（注３）。ここ数年の南アフリカでは慢性的な電力不足が幅広い経済活動の足かせとなる展開が

 

注１ ５月 31日付レポート「南ア総選挙､与党ＡＮＣが初の半数割れへ､ランド相場は混乱必至か」 

  （https://www.dlri.co.jp/report/macro/340283.html） 

注２ ６月 17日付レポート「南ア･ラマポーザ政権が３期目へ､ランド相場は落ち着きを取り戻したが」 

  （https://www.dlri.co.jp/report/macro/340916.html） 

注３ ７月２日付レポート「ラマポーザ政権が閣僚名簿発表､｢同床異夢｣で南アランドはどうなる？」 

  （https://www.dlri.co.jp/report/macro/347831.html） 
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続いているが、今年については３月下旬か

ら半年近く計画停電を実施しておらず、国

営電力公社（ＥＳＫＯＭ）も先月に向こう

半年程度は計画停電を回避できる可能性

に言及するなど最悪期を過ぎつつある様

子がうかがえる。こうした状況を反映して

４-６月の実質ＧＤＰ成長率は前期比年率

＋1.78％と前期（同＋0.12％）から伸びが

加速するなど足下の景気は底打ちすると

ともに、計画停電が回避されていることを

受けてサービス業や製造業などで生産拡

大の動きが確認されている。ただし、電力

問題は最悪期を過ぎつつあるものの、港湾

や貨物鉄道といったインフラの停滞が経

済活動の足かせとなる状況は続いている。

さらに、外需を巡っては主要な輸出相手で

ある欧州諸国の景気減速懸念の高まりに

加え、近年経済的な結び付きを強める中国

経済も勢いを欠く展開が続くなど不透明

要因が山積している。こうした状況なが

ら、ここ数年の商品高や国際金融市場にお

ける米ドル高を受けた通貨ランド安によ

る輸入インフレに加え、電力不足やインフ

ラの機能不全に起因する物価上昇も重なり

インフレは昂進してきたが、昨年以降は中

銀目標の域内で推移する展開が続いてお

り、足下では前年に加速に転じた反動で下

振れの動きを強めるなど落ち着きを取り戻

している。さらに、このところのランド相

場を巡っては米ＦＲＢ（連邦準備制度理事

会）による利下げを織り込んだ米ドル安の

動きに加え、国際的な金価格が高値で推移

していることも追い風に底入れの動きを強

めており、輸入インフレ圧力の後退に繋がることが期待される。よって、金融市場においては中銀が早

晩景気下支えに向けた利下げに動くとの観測が強まる一方、実体経済を巡っては電力不足問題がくすぶ

るほか、インフラ停滞も影響する形で力強さを欠く展開が続いているにも拘らず、上述したようにラン

図 1 実質 GDP(季節調整値)と成長率(前年比)の推移 

 

（出所）CEIC より第一生命経済研究所作成 

図 2 インフレ率の推移 

 
（出所）CEIC より第一生命経済研究所作成 

図 3 ランド相場(対ドル)の推移 

 

（出所）LSEGより第一生命経済研究所作成 
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ド相場は外部環境に影響される形で強含みするなど景気と関係なく動いていると捉えられる。こうした

なか、13日にラマポーザ大統領が教育関連法案への署名を強行したことをきっかけに、政局に動揺が広

がる懸念が高まっている。 

南アフリカには 10 以上の公用語があるなか、大半の学校は英語を使用しているものの、現状におい

ては各学校が自主的に使用する言語を決める制度となっている。こうしたなか、一部の学校ではいわゆ

る『白人の言語』とされるアフリカーンス語が採用されており、ＡＮＣ内では一部の学校で言語を理由

に黒人が排除されているとして行政が介入すべきと主張してきた。他方、ＤＡは母語によって教育を受

ける権利や学校の自主性を尊重すべきと主張するなど、この問題はＡＮＣとＤＡの間での政策を巡る対

立の一端となってきた。こうしたなか、ＡＮＣ主導により学校教育で使用する言語を行政権限によって

定めるとした同法案を議会に上程し、ラマポーザ大統領が法案成立に向けて署名を強行したことで、Ｄ

Ａのスティーンへイゼン党首（農相）は法廷闘争も辞さない考えを示すなど対立が先鋭化する事態に発

展している。ラマポーザ大統領は同法の施行について３ヶ月の猶予期間を設けるとともに、その期間内

にＡＮＣとＤＡの協議をまとめるよう要請しているが、ＤＡ内ではラマポーザ大統領のこうした姿勢に

反発を強める動きもみられるなど、協議の行方は不透明な状況にある。仮に協議が物別れに終わるとと

もに、ＤＡが政権与党から離脱する事態に発展すればラマポーザ政権を取り巻く状況は一変するととも

に、ランド相場に対する見方も大きく変化する可能性に留意する必要がある。 

以 上 


